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2026年11月12日（木）※お申し込みは　裏面をご確認ください　

●中日ビル6F 
　 カンファレンスBoardroom

●Zoomウェビナーによるオンライン配信

13:30～13:40

「能登復興が示す農業・農村再生の新たなアプローチ」
13:40～14:40

「食料・農業・農村を支える農村イノベーションと地域デザイン」

14:50～16:30
立川  雅司  氏 名古屋大学大学院環境学研究科 教授

（名古屋市中区栄4-1-1）　

開会挨拶

基調講演

パネル
ディスカッション

石川県副知事

モデレーター

パネリスト

講　　　師

申込期限

会 場

Program

主催：公益財団法人中部圏社会経済研究所
後援：農林水産省 東海農政局　一般社団法人中部経済連合会　公益財団法人名古屋産業科学研究所

「農業とインフラ」シンポジウム

人口減少や高齢化が進む中山間地域において、災害
からの復興は単なる復旧ではなく、地域の未来を描
き直す機会でもあります。能登半島では、地震・豪
雨災害を契機に、農業インフラの再構築や行政主導
による新たな地域づくりの挑戦が始まっています。
本シンポジウムでは、その先進的な取り組みを題材
に、生産者・企業・研究機関・行政それぞれの視点から、
食料・農業・農村を支える持続可能な地域モデルを
考えます。
能登の経験から、全国の中山間地域の未来につながる
ヒントを探ります。
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き直す機会でもあります。能登半島では、地震・豪
雨災害を契機に、農業インフラの再構築や行政主導
による新たな地域づくりの挑戦が始まっています。
本シンポジウムでは、その先進的な取り組みを題材
に、生産者・企業・研究機関・行政それぞれの視点から、
食料・農業・農村を支える持続可能な地域モデルを
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能登の経験から、全国の中山間地域の未来につながる
ヒントを探ります。

1117（火） 
13時30分～
　　16時30分

参加費
無 料



お問合せ先

申込締切：2026年11月12日（木）

FAX、E-mail、中部社研ホームページからお申込みいただけます

「農業とインフラ」シンポジウム
参加登録用紙
（FAX/　  用）

criser@criser.jp
FAX：

定員

https://www.criser.jp/seminar/

※定員になり次第、募集を締め切
　らせて頂くことがあります

参加登録用紙に必要事項を記入の上、
以下宛先に送信ください。

会 場………  70名
オンライン…200名：

052-212-8782

貴社・貴団体名

ご所属・お役職

お　　名　　前

フリガナ

参　加　方　法

連絡先　電話

連絡先ＦＡＸ

連絡先
メールアドレス

※ 会場は中日ビル カンファレンスBoardroom（名古屋市中区栄4-1-1中日ビル6F）にて、オンライン配信併用で開催します。
　 参加費は無料です。
※上記にご記入いただいた情報は、公益財団法人中部圏社会経済研究所の「個人情報保護方針」に則り適切に使用いたします。
※参加登録された方には、後日WEB開催参加用リンクが送付されます。

（いずれかに　を付けてください）

□ 会　場　・ □ オンライン

公益財団法人中部圏社会経済研究所（担当：藤井）
〒460-0008　名古屋市中区栄四丁目１４番２号久屋パークビル３階 
TEL：052-212-8790 FAX:052-212-8782　E-mail：criser@criser.jp

FAX、E-mailでのお申込み ホームページからのお申込み
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